




例えば紅野敏郎氏は、 「直子との恋愛過程」 〔 「シンポジウム
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































る上之町・中之町・南町一帯」で、 「鴨川の西側に位置」し、かつては「遊離」だったとされる。 「日記」に「信楽」が二回も表記されているので、 「東三本木の宿」とは白樺派の文人達の集会場だった「信楽」 あろう。道路の拡張は『京都名勝誌』で、次のように記されている。

























































































































（略）彼は千本通から市電に乗るつもりで上七軒へ入つて行つた。 （略）千本の終点からは楽に乗れた。 （その頃其所が終点だつた。 ） （略）そして烏丸の御所の角まで来ると、急いで電車を飛降り、其所の帳場から人力に乗換へた。（略）岡崎の下宿では玄関に立つと、偶然二階から馳け降りて来た末松と向ひ合 た。 （略）謙作はその路地を出た。道の正面に近く見える東山は暗く霞み、 上を薄墨色の雲が騒しく飛んでゐた。 （略）大津からの電車に乗ることにし、其所 ベンチに二人は腰を下ろした。 （略）大津からの電車は中々 なかつた。
　














































と想像される。 「三時三十六分」 「五時三十二分」 、どちらも京都駅発の時刻だから、謙作が実際に乗車する花園駅発車はそれより十数分あとになるけれど、ともかく何時何分 何処行とはつきり書き入れることによつて、会話にリアリティが出て来た。その代り、大正初年を舞台に生活してゐる作中人物が昭和二年 時刻表で旅する矛盾は見落され しまつた―

















































































を死神に ら る曲」である。これを誕生の日に聴くには如何にも縁起の悪い曲であり、赤児の死の複線として設定されたのである。 「青年会館」は大正一二年の「日記」に掲載されている。
　






た末松と向ひ合つ （略）／「動物園の前で待つてゐる─人を連れて来ちやあ困るよ」／謙作はその路地を出た。道の正面に近く見える東山は暗く霞み、そ 上を薄墨色の雲が騒しく飛んでゐた。変に張りのない陰気臭い日だつた。／公園 運
うんどうば
動場で自転車競争の練習をしてゐる若者が
















































いものが風邪に逆らひ、雲の上に動いてゐるのに気がついた。そして彼は瞬間恐怖に近い気持 捕へられた。 （略）彼の頭にはそれ 直ぐ飛行機として来なかたのだ。／機体は将軍塚の上あたりを辛うじて越すと、其儘、段々下がつて行き、仕舞ひ 知恩院の屋根とすれすれにその彼方ヘ姿を隠して了つた。／「屹度落ちたぜ、円山へ落ちた。行つて見ようか」／陸軍最初の東京大阪 飛行で 二人共新聞では知つてゐたが、今日は真逆来まいと思つてゐた。それが来たのだ。 　　　　　　　　　　　　　
（ 「第四の六」 ）
・二人は丸山から高台寺の下に清水の方へ歩いて行つた。何
















































































なく、大正一三年の「日記」に記され 「蠣船」と「四条」の「橋」が反映しているのであろう。 「牡蠣船」は、 『京都商工人名録
）25
（
』に、島田舜蔵経営の「かき船」 （ 「大和大路四条上」 ）の





































































祇園町南側四條大橋の東にある市内第一の劇場（略）元来四條の芝居は其由来極古く、永禄年中江州の浪人名古屋三左衛門なるもの、出雲大社の巫女阿國と云へる と合同して、一種の狂言を仕組み、祇園社の南門外に於て興行せしに初まる。 （略）現今のものは 正二年の建築に掛……。








































































































電」 「電話の値段」 「如拙」の記述、 「独逸物の映画」 「蠣船」の記述等は、 「大正末年から昭和二年」のものであり、 『改造』に掲載された時期とも重なっている。従って、後篇の〈京都〉像は、 「大正初年から昭和二年」あたりのものを反映させたといえる。
　
〈京都〉は、明治時代から近代政策が行われ、疏水事業が完成し、日本最初の水力発 所が生まれた。そ により、電燈が灯り、道路が拡張され、市電が走った。その後、新京極が生まれ、公園が作られて、近代都市・京都が誕 する。 『暗夜行路』後篇も、京都の近代化を辿るかのように、道路拡張や市電の表記だけではなく、西洋の建築物や娯楽、文化施設なども描かれてゆく。
　
























































32）佛教大学の金成子氏の卒業論文 二〇〇五・九）には 「 「暗夜行路』における〈飛行機〉についての一考察―」中の「 「暗夜行路」における〈飛行機〉 」 は、大丸における荻田氏の飛行機の展覧について、詳細な記述があるので参考にし、再調査をした。
（アオキ 　
キョウコ 　
嘱託研究員）
